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総

説

 

本
書
『
神
奈
川
県
教
育
史 

1945

ー1972

』（
以
下
『1945

ー1972

』）
は
、
資
料
編
（
上
・
下
巻
）
お
よ
び
通
史
編
の
三
冊
か
ら
成
る
。
資
料
編
（
上
）
に
続
き
資
料
編
（
下
）

を
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
、
通
史
編
は
二
〇
二
六
年
度
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
、
神
奈
川
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
の
編
集
に
よ
り
『
神
奈
川
県
教
育
史
』
全
六
巻
を
刊
行
し
た
。
資
料
編
が
四
巻
（
一
九
七
一
年
か

ら
七
四
年
ま
で
毎
年
一
巻
刊
行
）、
通
史
編
が
上
巻
（
一
九
七
八
年
刊
）
と
下
巻
（
一
九
八
〇
年
刊
）
の
二
巻
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
通
史
編
上
・
下
巻
冒
頭
の
、
監
修
者
兼
編
集

委
員
長
仲
新
氏
執
筆
の
「
序
」
に
、
通
史
編
だ
け
は
昭
和
戦
後
期
の
編
の
収
録
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
資
料
編
は
戦
前
ま
で
の
も
の
の
収
録
で
終
わ
っ
て
お
り
、
結
局
通
史
編
も

戦
前
だ
け
の
内
容
で
終
わ
っ
た
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、『
神
奈
川
県
教
育
史
』
は
資
料
編
・
通
史
編
と
も
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
時
点
ま
で
を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
『1945

ー1972

』
は
、
一
九
四
五
年
八
月
以
降
の
時
期
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

神
奈
川
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
二
年
度
よ
り
第
二
教
育
セ
ン
タ
ー
と
統
合
さ
れ
て
神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
は
、『
神
奈
川
県
教
育
史
』
刊
行
後
、
戦
後
に
か

か
わ
る
資
料
の
収
集
な
ど
の
作
業
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
主
な
成
果
物
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

 
 

『
連
合
軍
指
令
綴
』
集
成
』
二
〇
〇
〇
年 

 
 

『
神
奈
川
軍
政
部
月
例
活
動
報
告
書
』
二
〇
〇
一
年
（
増
補
改
訂
版
二
〇
一
〇
年
） 

 
 

『
神
奈
川
県
教
育
史
年
表
（
昭
和

20

年
８
月
～
平
成

20

年

12

月
）』
二
〇
〇
九
年 

 
 

『
資
料 

神
奈
川
の
学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
二
〇
一
一
年 

 
 

『
県
立
高
校
改
革
推
進
計
画
の
軌
跡 

記
録
集
』
二
〇
一
三
年 

ま
た
内
部
資
料
と
し
て
、『
神
奈
川
県
公
報
』
の
記
事
目
録
や
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
の
議
事
・
資
料
目
録
、
教
職
追
放
者
の
一
覧
な
ど
も
作
成
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
二
〇
一

一
（
平
成
二
三
）
年
か
ら
『
神
奈
川
県
教
育
史
（
戦
後
編
）』
の
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。 

一
九
七
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
神
奈
川
県
教
育
史
』
の
資
料
編
に
は
法
令
資
料
が
系
統
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、『1945

ー1972

』
の
資
料
編
に
お
い
て
は
、
法
令
資
料
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だ
け
で
な
く
教
育
の
現
場
や
そ
こ
で
の
実
践
に
か
か
わ
る
資
料
を
で
き
る
だ
け
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
旧
教
育
課
題
研
究
課
（
現
学
校

教
育
支
援
課
）
内
に
設
置
さ
れ
た
編
纂
事
務
局
は
、
県
立
公
文
書
館
や
県
立
高
等
学
校
な
ど
の
県
の
施
設
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
各
市
町
村
が
保
有
し
て
い
る
戦
後
教
育
に
関

す
る
資
料
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
た
。
す
で
に
多
く
の
市
町
村
で
は
教
育
史
や
教
育
史
を
含
む
自
治
体
史
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
編
纂
の
際
に
収
集
あ
る
い
は
把
握
さ
れ

た
資
料
が
目
録
化
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
目
録
が
な
く
て
資
料
だ
け
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
あ
る
い
は
資
料
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

（
あ
る
い
は
使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
）
場
合
も
あ
っ
た
。
存
在
が
確
認
さ
れ
た
資
料
は
編
纂
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
点
ず
つ
写
真
撮
影
し
、
目
録
を
作
成
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
県
内
全
域
か
ら
収
集
し
た
資
料
を
、
編
集
委
員
会
で
取
捨
選
択
し
て
い
く
作
業
を
行
っ
た
。 

 

資
料
を
収
集
す
る
段
階
で
は
と
く
に
取
捨
選
択
を
せ
ず
、
網
羅
的
に
す
べ
て
を
収
集
す
る
（
写
真
撮
影
す
る
）
こ
と
に
し
た
た
め
、
き
わ
め
て
膨
大
な
量
の
写
真
デ
ー
タ
が

集
ま
っ
た
。
編
集
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
原
則
で
資
料
を
取
捨
選
択
し
た
。 

 
 

一
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
の
機
関
で
あ
る
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
編
集
刊
行
す
る
教
育
史
で
あ
る
以
上
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
あ
る
い
は
神
奈
川
県
の
事
業
に
関
す

る
資
料
は
相
対
的
に
高
い
優
先
度
を
設
定
す
る
。 

 
 

ニ
、
同
時
に
、
県
が
直
接
所
管
し
て
い
な
い
学
校
や
社
会
教
育
機
関
に
関
す
る
資
料
も
含
め
、「
教
育
」
の
全
領
域
に
目
配
り
を
し
て
関
連
す
る
資
料
を
収
集
す
る
。 

 
 

三
、
神
奈
川
県
に
は
私
立
の
幼
稚
園
や
小
中
高
等
学
校
が
多
数
あ
り
、
私
立
の
幼
稚
園
や
学
校
に
関
す
る
個
別
の
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
特

徴
的
な
事
例
と
し
て
、
あ
る
い
は
典
型
的
な
事
例
と
し
て
必
要
な
資
料
は
、
各
種
学
校
も
含
め
て
収
集
す
る
。 

 
 

四
、
政
令
指
定
都
市
（
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
）
や
中
核
市
（
横
須
賀
市
）
を
そ
れ
以
外
の
一
般
の
市
町
村
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
資
料
を
収
集
す
る
。 

 
 

五
、
重
要
な
歴
史
的
事
象
や
大
き
な
事
件
だ
け
で
な
く
、
広
く
県
民
が
共
通
に
経
験
し
た
と
考
え
ら
れ
る
教
育
事
象
に
か
か
わ
る
資
料
も
収
集
す
る
。 

 

全
体
と
し
て
き
わ
め
て
多
数
の
資
料
が
収
集
で
き
た
た
め
、
編
集
委
員
会
に
よ
る
取
捨
選
択
は
、
百
点
の
資
料
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
よ
う
な
作
業
に
な
っ
た
。
同
じ
よ

う
な
資
料
が
複
数
の
地
域
か
ら
出
て
く
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
一
ヵ
所
か
ら
し
か
出
て
こ
な
い
場
合
も
あ
り
、
大
量
の
資
料
を
次
々
と
見
て
い
く

作
業
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
収
録
す
べ
き
重
要
な
資
料
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
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各
資
料
に
は
必
要
最
小
限
の
「
注
」
を
付
し
た
。
し
か
し
一
定
の
文
脈
や
説
明
に
位
置
付
け
な
け
れ
ば
活
か
し
に
く
い
資
料
や
、
デ
ー
タ
化
し
て
図
表
の
形
で
示
し
た
方
が
有

効
に
活
用
で
き
る
資
料
は
、
通
史
編
で
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
戦
後
編
は
、
一
旦
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
形
で
刊
行
さ
れ
る
が
、
編
集
委
員
会
と
し
て
は
冊
子
体
で
の
刊
行
を
目
指
し
て
作
業
を
行
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
資

料
を
公
表
す
る
の
で
あ
れ
ば
量
的
な
制
約
は
あ
ま
り
な
い
が
、
最
終
的
に
冊
子
体
に
す
る
こ
と
、
冊
子
体
は
Ｂ
５
判
二
段
組
、
一
ペ
ー
ジ
一
、
〇
八
〇
字
、
全
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
以

内
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
字
数
・
ペ
ー
ジ
数
に
収
ま
る
量
の
資
料
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
取
捨
選
択
は
、
量
的
上
限
の
範
囲
内
で
最
善
の
資
料
を
揃
え

る
と
い
う
目
標
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。 

 

前
述
の
と
お
り
、『1945

ー1972

』
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
か
ら
一
九
七
二
年
頃
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。
終
戦
時
の
学
校
制
度
は
旧
学
制
で
あ
り
、
一
九
四
七
（
昭
和
二

二
）
年
の
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
、
四
八
年
の
教
育
委
員
会
法
、
四
九
年
の
社
会
教
育
法
な
ど
に
よ
っ
て
順
次
新
制
度
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
幼
稚
園
や
国
民
学
校
初
等
科

（
小
学
校
）
は
四
七
年
に
旧
制
か
ら
新
制
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
換
し
た
が
、
中
学
校
は
四
七
年
に
ま
っ
た
く
新
た
に
創
設
さ
れ
、
高
等
学
校
は
旧
制
の
中
等
学
校
を
、
大
学
は
旧

制
の
大
学
・
専
門
学
校
・
師
範
学
校
を
再
編
し
て
四
八
年
に
発
足
し
た
。
旧
制
の
青
年
学
校
は
四
七
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
て
消
滅
し
た
。
高
等
教
育
機
関
は
四
九
年
に
な
っ
て
、

旧
制
の
学
校
を
転
換
あ
る
い
は
再
編
成
し
て
発
足
し
た
。
別
の
制
度
に
基
づ
く
別
の
種
類
の
学
校
等
に
関
す
る
資
料
を
連
続
的
に
並
べ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
第
一
巻
が

対
象
と
す
る
時
期
を
旧
学
制
の
最
後
の
段
階
（
第
一
部
）
と
新
学
制
に
な
っ
て
か
ら
の
段
階
（
第
二
部
）
に
分
け
る
こ
と
と
し
、
第
一
部
と
第
二
部
の
画
期
は
対
象
に
即
し
て
弾

力
的
に
決
め
た
。 

 

第
一
部
と
第
二
部
は
、「
第
一
章 

教
育
行
財
政
」、「
第
二
章 

教
職
員
」、「
第
三
章 

国
民
学
校
／
小
学
校
」（「
／
」
の
前
は
第
一
部
、
後
は
第
二
部
）、「
第
四
章 

青
年

学
校
／
中
学
校
」、「
第
五
章 

中
等
学
校
／
高
等
学
校
」、「
第
六
章 

大
学
・
専
門
学
校
・
師
範
学
校
／
大
学
」、「
第
七
章 

保
育
・
幼
児
教
育
」、「
第
八
章 

障
害
児
教
育
」、

「
第
九
章 

社
会
教
育
」
の
九
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
章
に
も
分
類
し
に
く
い
資
料
や
複
数
の
章
に
関
係
す
る
資
料
は
「
第
一
章 

教
育
行
財
政
」
に
収
録
し
た
。
ま

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
関
係
で
、
上
巻
に
は
第
一
部
の
す
べ
て
の
章
と
第
二
部
の
第
一
・
二
章
を
収
録
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
に
刊
行
す
る
下
巻
に
は
第
二
部
の
第
三
～
九
章
を
収

録
す
る
。 
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資
料
の
収
集
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
町
村
お
よ
び
そ
の
関
係
機
関
の
皆
様
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 
 

二
〇
二
二
年
三
月 

神
奈
川
県
教
育
史
（
戦
後
編
）
編
集
委
員
長 

 
 

米
田 

俊
彦
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
） 
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凡

例

各
資
料
は
神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
翻
刻
し
、
次
の
要
領
に
従
っ
て
掲
載
し
た
。 

⑴

 

各
資
料
に
は
、
そ
の
性
格
や
内
容
に
即
し
て
見
出
し
を
付
け
た
。
資
料
の
表
題
を
そ
の
ま
ま
見
出
し
に
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
「 

」
を
付
し
た
。 

⑵

 

横
書
き
の
資
料
は
原
則
と
し
て
縦
書
き
に
改
め
た
が
、
で
き
る
だ
け
原
資
料
を
反
映
さ
せ
る
形
で
翻
刻
し
た
。
ま
た
、
図
表
等
に
つ
い
て
は
、
原
資
料
の
体
裁
を
改
め
た
も
の
が
あ

る
。 

⑶

 

編
集
者
に
よ
る
補
記
、
注
記
は
〔 

〕
で
挿
入
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
な
誤
記
や
句
読
点
の
不
備
は
訂
正
、
変
更
し
て
翻
刻
し
た
場
合
が
あ
る
。 

 

⑷

 

原
資
料
に
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
、
修
正
の
結
果
が
正
文
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
修
正
の
結
果
を
、
修
正
が
個
人
的
な
コ
メ
ン
ト
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
修
正
前
の
文

章
・
図
表
を
翻
刻
し
た
。
修
正
内
容
に
意
味
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
削
除
さ
れ
た
箇
所
を
［ 

］
で
括
り
、
加
筆
さ
れ
た
箇
所
を
傍
線
で
示
し
た
。 

⑸

 

歴
史
的
仮
名
遣
い
は
原
資
料
通
り
と
し
、
固
有
名
詞
以
外
の
旧
字
体
は
新
字
体
を
使
用
し
た
。 

⑹

 

判
読
不
能
の
文
字
は
、
□
で
表
示
し
た
。 

⑺

 

押
印
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。 

⑻

 

個
人
が
特
定
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
を
■
で
伏
せ
た
。 

⑼

 

神
奈
川
新
聞
の
記
事
は
、
資
料
利
用
許
可
上
の
条
件
に
よ
り
、
他
の
資
料
と
は
体
裁
及
び
字
体
が
異
な
る
。 

⑽

収
録
資
料
中
に
、
現
在
の
人
権
感
覚
等
か
ら
考
え
る
と
好
ま
し
く
な
い
表
現
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
あ
え
て
歴
史
的
・
社
会
的
事
実
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。 
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